
直線 Tは円の接線で, 点Aは接点である。点 B, Cは円周上の点で, 点 Pは直線 T上に
ある。同じしるしの付いた辺の長さは等しいとする。このとき, θの大きさを求めよ。
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1 数樂　 http://www.mathtext.info/


